
岐阜市立加納小学校

「指導と評価の一体化」による学習評価の充実推進事業（３/３年次）

令和８年２月５日（木）

実践発表会



メニュー①
「自己調整力と自己評価力の育成につながる学習評価の在り方」

実践のキーワード

単元全体で、学びをデザインしきること

誰一人取り残さないための、指導・援助を明確にすること
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順 列見通し 組み合わせ 活用・習熟
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単元全体で学びをデザインすること 第６学年 算数科「場合の数」

T ４けたのパスコードは、

本当に安全か？
全ての通り数を求めることが必要→ 学ぶ目的
教科書でどんな問題があるか→ 学習内容を見通す

自立的に進める
一斉型で
共有する

自立的に進める
一斉型で
共有する

式をつないで順序よく調べる方法
について思考し、全員で考え方を共
有 →方法を獲得

早く定着する児童 →発展的に取り組む
定着していない児童 →じっくり取り組む

※教師は取り残さない

→学習状況に応じて自己選択



今日学んだ考え方を発展させるなら、
どんなふうに発展させますか。

では、ここまでの追
究の手応えを基に、
学びの地図から学習
内容を選択して取り
組みましょう。

→自己選択

「乗り物を４つから５つにしてやってみたい。

この時間に・・・
「CをBにする指導」と
「正しい選択ができてい
ない児童への指導」を行
う。→取り残さない指導

誰一人取り残さない指導・援助 第６学年 算数科「場合の数」

第２時 全体交流の後（終末１５分）



単元全体で学びをデザインすること 第６学年 体育科「ゴール型 バスケットボール 」
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「３on２」「ハーフコート」
→運動の局面を限定→

どの子にも、シュート、パス、ドリブル、チーム作戦
が成功する喜び
→運動への魅力を確保、中学校との系統性

単元前段→方法の獲得

全体会での課題把握を基本とする 子どもに委ねる時間

単元後段→自分たちでチーム状況に応じて、動き
を選び、お互いの動きを見あう
→自己選択、他者評価と自己評価

３時間で評価していく。
第６時の指導を生かし、第７時
で誰をこそ指導しきるか明確に
する→取り残さない指導



第６時までで、思考が「C評価」だったA児

誰一人取り残さない指導・援助 第６学年 体育科「ゴール型」バスケットボール

（実態）自分やチームの状況に応じて、発揮したい動きを
選べていない。

（要因）自分の動きを客観的に捉えることに弱さがある。
自分の考えたことをうまく言語化できない。

「レベル表カード」「動画」「課題の達成状況を数値化できる
学習記録」の活用による可視化

チームの仲間や教師からの即時評価
教師の問いかけによる、目標設定や振り返りの言語化

第７時のA児への指導・援助



誰一人取り残さない指導・援助 第６学年 体育科「ゴール型」バスケットボール

「レベル表カード」「動画」「課題の達成状況を数値化できる学習記録」

第７時の指導・援助

視点の共有化
教師が教えたいこと＝子どもが学びたいこと

動画は、
蓄積、共有



誰一人取り残さない指導・援助 第６学年 体育科「ゴール型」バスケットボール

チームの仲間や教師からの即時評価
教師の問いかけによる、目標設定や振り返りの言語化

第７時の指導・援助

Aさん、今、「三角形の位置」に動けてたから，パスがつな
がって，シュートまでいけたね。

Aさん、三角形、三角形！
今，パスいけるよ！

A児の振り返り

Aさん、今日生かしたい動きはどうだった？
ゲーム記録を見てみても、やっぱり三角形を意識して動けた
ことがわかるね。これは，どんなことを意識したからかな？

今日，僕のチームは１勝１敗だった。後半ゲームで勝つことができたの
は，チーム課題の攻める時に三角形の形を意識しながら動くことができ
たからだと思う。自分も仲間の声かけがあって，三角形を意識しながら
ゴールに近づき，パスをしたり，シュートをしたりすることができた。



成果

〇単元全体で学びをデザインしたことで、教材研究の重要性

が再確認できたことと、構想するために各教科で共通して

重要となる要素を見出せた。

「学習の目的や必然を生み出す教師の指導性」

「調整するための方法を獲得する場」

「調整が効果的に発揮できる自己選択の場」

「評価したいことに応じて指導を柔軟に工夫すること」

○指導と評価の一体化の実践を３年間重点的に継続してきた

ことで、取り残さないための実態把握や指導援助のあり方

を具体化できた。



課題

●教師にとっても、子ども自身にとっても評価の妥当性・信頼性
を高められるようにしたい。
特に、自己評価の中身において、『どうしてその自己評価にした
のか』を「なんとなくできた」ではなく「こんな理由でできた」と
語れる児童の姿を増やしていく。
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